
2026 年 1 月 7 日 
 

Page | 1  
 

SIA エンジニアリング・カンパニー（SIAE） 
シンガポールとフィリピンに続きマレーシア、カンボジアでも

事業展開。SATS 社との連携で一層のグローバル展開も 

 
 

 
 

 
シンガポール | 輸送事業・サービス| 業績フォロー  

BLOOMBERG SIE:SP | REUTERS SIAE.SI 

 2026/3期1Hは、売上高が前年同期比26.5％増、営業利益が同3.8倍。純

利益の大半は持分法投資利益（21.7％増の71百万SGD）が占めた。 

 営業利益と持分法投資利益の合計額は、エンジンおよび部品が36％増の

67百万SGD、航空機体点検・路線メンテナンスが74％増の22百万SGD。 

 シンガポールとフィリピンに続きマレーシア、カンボジアでも事業展

開。SATS社との連携でさらなるグローバルな事業展開も期待される。 
 

What is the news? 

11/4発表の2026/3期1H（4-9月）は、売上高が前年同期比26.5％増の729

百万SGD、営業利益が同3.8倍の13百万SGD、関連会社および合弁企業から

の持分法投資利益（税引き後）が同21.7％増の71百万SGD、純利益が同

21.1%増の83百万SGDだった。航空需要の回復によるMRO（航空機メンテ

ナンス・修理・オーバーホール）サービスの強靭な需要に支えられ、堅

調に推移した。 

1Hの主な事業セグメント別に業績は以下の通り。①航空機体点検・路

線メンテナンスは、売上高が前年同期比15.7％増の503百万SGD、営業利

益と持分法投資利益の合計が同73.6%増の22百万SGD。チャンギ空港にお

ける路線メンテナンスのフライト件数が2.6%増の7万9254件へ拡大した。

②エンジンおよび部品は、売上高が同60.1%増の225億SGD、営業利益と持

分法投資利益の合計が同36.3%増の67百万SGD。うち持分法投資利益が

12%増の68百万SGDだった。 
 

How do we view this?  

同社の戦略的パートナーシップのポートフォリオは、9カ国にまたがっ

て子会社おとび合弁事業が25社に達し、利益面で同社の業績を牽引して

いる。同社は今年4月、親会社のシンガポール航空およびその傘下のスク

ートとの間で包括的なサービス契約を締結。また、シンガポールとフィ

リピンに続く3カ国目として、マレーシア・クアラルンプール近郊のスバ

ン空港で、年内稼働を目標にメンテナンス拠点の立ち上げを計画中のほ

か、9月にカンボジアで合弁事業会社が新たな路線メンテナンスの営業を

開始した。 

筆頭株主の政府系投資会社テマセク・ホールディングスの傘下には、空港

地上ハンドリング、貨物取扱い、機内食提供を専門とするエスエーティー

エス（SATS）がある。SATSはシンガポール航空の主要顧客として地上サ

ービスを提供していることから、シンガポール航空を中心にSIAエンジニ

アリングとSATSは連携する関係にある。SATSは2023年に欧州拠点でフラ

ンス航空貨物大手のワールド・フライト・サービシズ（WFS）を買収し

たこともあり、ワールドワイドな事業展開を行っている。SIAエンジニア

リングが戦略的パートナーシップを世界的に拡大し、合弁事業を中心と

した成長拡大を図る上で優位な基盤となり得るだろう。 

 

 

業績推移 ※参考レート　1SGD=115.6円

事業年度 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3F 2027/3F

売上高（百万SGD） 795 1,094 1,245 1,477 1,596

当期利益（百万SGD） 66 97 139 173 188

EPS（SGD） 0.06 0.09 0.12 0.16 0.17

PER（倍） 34.18 23.61 17.66 15.00 14.12

BPS（SGD） 1.49 1.50 1.53 1.59 1.66

PBR（倍） 1.38 1.42 1.38 1.51 1.45

配当（SGD） 0.06 0.08 0.09 0.10 0.12

配当利回り（%） 2.93 3.76 4.25 4.17 5.00

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.10 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 2.40

会社概要

会社データ（2026/1/7）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2026/1）     （％）

1.ﾃﾏｾｸ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 77.74

2.ﾌﾞﾗｯｸﾛｯｸ 0.83

3.VANGUARD GROUP 0.71
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1992年にシンガポール航空のエンジニア部門から分離

独立し、その子会社となったアジア有数の航空機MRO

（メンテナンス、修理、オーバーホール）業者。

同社は、以下の4事業をコア事業とする。①ライン整

備は9ヵ国30超の空港で展開。②ベース整備ではシンガ

ポール（チャンギ国際空港）に6つの格納庫、フィリピン

（ルソン島のクラーク国際空港）に3つの格納庫を擁する

などグローバルMROネットワークを擁する。その他に、③

部品サービス、④エンジンサービスの4事業をコア事業と

する。

20以上の「装備品等基準適合証」を受けて、国際的な

航空会社や航空宇宙会社に一括統合ソリューションを提

供している。大型機、小型機を問わず広範なMROサービ

スを提供し、シンガポール・チャンギ国際空港を経由する

60社以上の航空会社にライン整備サービスを提供。現

在、合弁事業と子会社のMROネットワークにより、世界

中の航空会社に対する統合的なMROサービスとネット

ワーク・サポートの範囲を拡大している。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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